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<背景>肝細胞増殖因子（Hepatocyte growth factor；HGF）はがん患者においてその血中濃度が

上昇し、予後予測因子のひとつである。我々は我が国における大規模な一般住民検診に於いて

血清 HGF濃度を測定し、将来のがん死亡の予知因子となりうるかどうかを検討した。 

 

<方法>1999 年に行った検診受診者 1492 名を対象とした。ベースライン時に明らかな肝疾患の

既往や最近のがんの既往のあるものを除外した 1470名を 10年間前向きに追跡した。 

 

<結果>追跡期間中に 169名の死亡が確認された。そのうち 61名が癌死亡、32名が心血管死亡、

76名がその他の死亡であった。生死別に血清 HGF濃度を比較したところ死亡者で有意に高値で

あった。（死亡者 0.26±0.11、生存者 0.23±0.09ng/ml,p<0.01） 

また Cox の比例ハザードモデルを用いて全死亡との関連性について検討したところ年齢、収縮

期血圧、HGF（ハザード比 1.27；95%信頼区間 1.06-1.52,p=0.009)、アルブミン、喫煙、クレア

チニンが独立した全死亡の予測因子であった。さらに年齢、HGF（ハザード比 1.31；95%信頼区

間 1.04-1.65,p=0.02)、総コレステロールは独立したがん死亡の予測因子であった。 

 

<結論>血清 HGF 濃度は我が国における健康な一般住民におけるがん死亡の予測因子として有用

である可能性を示唆することができた。 
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